
厚生労働大臣が定める掲示事項 

 

令和 7年 3月 1日 

 

裾野赤十字病院は、厚生労働大臣の定める基準に基づいて診療を行ってい

る保険医療機関です。 

 

１．入院基本料 

当院は急性期一般入院料 4、地域包括ケア病棟入院料１、地域包括ケア入院医療管理

料 1を算定しています。 

当病棟は、１日に１３人以上の看護職員（看護師及び准看護師）が勤務しています。なお、

時間帯ごとの配置は次のとおりとなります。 

朝９時～夕方１７時 

看護職員１人当たりの受持ち患者数は８人以内です。 

夕方１７時～翌朝９時 

看護職員１人当たりの受持ち患者数は１８人以内です。 

※ 受け持ち人数は、重症度や休日などの要因で変わることがあります 

 

２．入院診療計画書、院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策について 

当院では、入院の際に医師をはじめとする関係職員が共同して、患者さまに関する診療 

計画を策定し、７日以内に文書によりお渡ししております。また、厚生労働大臣が定める 

院内感染防止対策、医療安全管理体制、褥瘡対策及び栄養管理体制の基準を満たして 

おります。 

 

３．明細書発行体制について 

医療の透明化や患者への情報提供を積極的に推進していく観点から、領収証の発行の 

際に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で発行することとしております。 

また、公費負担医療の受給者で医療費の自己負担のない方についても、希望される方に 

ついては、明細書を無料で発行することとしておりますので、発行を希望されない方は、会 

計窓口にてその旨お申し付けください。 

なお、明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですの 



で、その点、御理解いただき、ご家族の方が代理で会計を行う場合のその代理の方への 

発行も含めて、自己負担のある方で明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてそ 

の旨お申し出下さい。 

 

４．院内感染の防止について 

当院では、感染防止対策を病院全体として取り組み、院内感染発生の予防と発生時の速 

やかな対応を行っております。また、以下の取り組みを実施しています。 

（１）．院内感染防止対策委員会を設置し、 毎月 1回会議を行い、感染対策に関する事項 

を検討します。 

（２）．感染対策チーム（ICT）を設置し、感染防止対策の実務を行います。 

（３）．職員の感染防止対策に対する意識・知識・技術向上を図るため、マニュアルを各部 

   署に配備し、全職員対象とした研修会・講習会 を年 2回以上行っています。 

（４）．薬剤耐性菌や院内感染対策上問題となる微生物の検出状況を報告し注意喚起を 

行います。 

（５）．院内感染が疑われる事例の発生時には、感染対策の徹底、疫学的調査を行い感染 

   拡大の防止を行います。また、必要に応じて他の医療機関や保健所と速やかに連携 

し対応します。 

（６）．地の医療期間と連携し、各施設の感染対策に関する問題点を定期的に検討してい 

   ます。 

（７）．感染症が流行する時期は、ポスター等の掲示物で情報提供を行います。 

 

５．医療安全について 

職員一人一人が医療安全への意識を深めるため、研修や教育等を実施し、病院全体とし 

て医療安全対策に取り組んでおります。 

 

６．患者サポート体制について 

疾病に関する医学的な質問並びに生活上及び入院上の不安等、さまざまな相談をお伺い 

する窓口を設置しています。ご希望の方は受付までお申し出ください。 また、支援体制と 

して以下の取り組みを実施しています。 

（１）．相談窓口と各部門が連携して支援しています。 

（２）．各部門に患者サポート担当者を配置しています。 

（３）．カンファレンスを週１回開催し、取り組みの評価を行っています。 



（４）．相談への対応・報告体制をマニュアル化し、職員に遵守させています。 

（５）．支援に関する実績を記録しています。 

 

７．後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用について 

当院では、後発医薬品（ジェネリック医薬品）を積極的に採用しています。 

ご不明な点がございましたら、主治医又は薬剤師にお尋ねください。 

 

８．退院支援について 

当院では、患者様が安心・納得して退院し、早期に住み慣れた地域で療養や生活を継続 

できるように、入院早期より退院困難な要因を有する患者様を抽出し、退院支援を行って 

おります。 

 

９．食事サービスの提供にかかる事項 

入院時食事療養費（Ⅰ） 

当院は東海北陸厚生局長に入院時食事療養費（Ⅰ）の届出を行っております。管理栄 

養士により、患者様の疾病・病状・年齢等に適切な栄養量及び内容の食事療養を行っ 

ております。また食事は管理栄養士の管理の下、適時適温で提供しております。 

 

１０．施設基準の届出に係る事項 

 

基本診療料の施設基準等に係る届出 

施設基準名称 受理番号等 施設基準名称 受理番号等 

・一般病棟入院基本料 4 
（一般入院）第 39号 

令和 6年 10月 1日 
・患者サポート体制充実加算 

（患サポ）第 60号 

平成 30年 4月 1日 

・救急医療管理加算 
（救急医療）第 51号 

令和 2年 4月 1日 
・後発医薬品使用体制加算 3 

（後発使 3）第 72号 

令和 4年 12月 1日 

・診療録管理体制加算 3 
（診療録 3）第 101号 

平成 25年 11月 1日 
・データ提出加算 

（データ提）第 54号 

平成 30年 4月 1日 

・急性期看護補助体制加算 
（急性看補）第 51号 

令和 6年 10月 1日 
・入退院支援加算 1 

（退支）第 64号 

令和 6年 6月 1日 

・療養環境加算 
（療）第 7号 

令和元年 6月 1日 
・認知症ケア加算 3 

（認ケア）第 49号 

令和 2年 4月 1日 

・医療安全対策加算 2 
（医療安全 2）第 94号 

平成 30年 4月 1日 
・せん妄ハイリスク患者ケア加算 

（せん妄ケア）第 62号 

令和 6年 1月 1日 

・感染対策向上加算 2 
（感染対策 2）第 3号 

令和 6年 6月 1日 
・地域包括ケア病棟入院料 1 

（地包ケア 1）第 22号 

令和 6年 10月 1日 

 

 

 



  特掲診療料の施設基準等に係る届出 

施設基準名称 受理番号等 施設基準名称 受理番号等 

・入院時食事療養費Ⅰ 
（食）第 85号 

昭和 50年 7月 24日 
・CT撮影及び MRI撮影 

（C・M）第 365号 

平成 24年 4月 1日 

・がん性疼痛緩和指導管理料 
（がん疼）第 120号 

平成 26年 10月 1日 
・脳血管疾患等リハビリテーション料Ⅱ 

（脳Ⅱ）第 266号 

令和 5年 6月 1日 

・二次性骨折予防継続管理料 1 
（二骨管 1）第 13号 

令和 4年 4月 1日 
・運動器リハビリテーション料Ⅱ 

（運Ⅱ）第 492号 

令和 4年 10月 1日 

・二次性骨折予防継続管理料 2 
（二骨継 2）第 11号 

令和 4年 4月 1日 
・呼吸器リハビリテーション料Ⅰ 

（呼Ⅰ）第 87号 

平成 30年 1月 1日 

・二次性骨折予防継続管理料 3 
（二骨管 3）第 39号 

令和 4年 4月 1日 
・がん患者リハビリテーション料 

（がんリハ）第 55号 

平成 29年 4月 1日 

・薬剤管理指導料 
（薬）第 270号 

令和 6年 2月 1日 
・輸血管理料Ⅱ 

（輸Ⅱ）第 54号 

令和元年 5月 1日 

・医療機器安全管理料 1  
（機安 1）第 60号 

平成 25年 12月 1日 
・輸血製剤適性使用加算  

（輸適）第 53号 

令和元年 5月 1日 

・在宅療養支援病院 
（支援病 3）第 38号 

令和 5年 4月 1日 
・看護職員処遇改善評価料 

（看職遇 30）第 3号 

令和 6年 10月 1日 

・在宅時医学総合管理料 
（在医総管1）第888号

令和 2年 8月 1日 
・外来・在宅ベースアップ評価料Ⅰ 

（外在ベⅠ）第 734号 

令和 6年 7月 1日 

・検体検査管理加算Ⅱ 
（検Ⅱ）第 4号 

令和元年 5月 1日 
・入院ベースアップ評価料 

（入ベ 45）第 7号 

令和 6年 10月 1日 

・ヘッドアップティルト試験 
（ヘッド）第 22号 

平成 25年 12月 1日 
・酸素単価 

（酸単）第 24762号 

令和 6年 4月 1日 

 

１１．施設基準に係る手術件数（令和 6年 1月 1日～令和 6年 12月 31日） 

 

区分 手術名 件数  区分 手術名 件数 

1 

ア 頭蓋内腫瘤摘出術等 0  

3 

ア 上顎骨形成術等 0 

イ 黄斑下手術等 0  イ 上顎骨悪性腫瘍等手術等 0 

ウ 鼓室形成手術等 0  ウ ﾊﾞｾﾄﾞｳ甲状腺全摘（亜全摘）術（両葉） 0 

エ 肺悪性腫瘍手術等 0  エ 母指化手術等 0 

オ 経皮的ｶﾃｰﾃﾙ心筋焼灼 0  オ 内反足手術等 0 

2 

ア 靱帯断裂形成手術等 0  カ 食道切除再建術等 0 

イ 水頭症手術等 0  キ 同種死体腎移植術等 0 

ウ 鼻副鼻腔悪性腫瘍手術等 0  4   0 

エ 尿道形成手術等 0  

そ
の
他 

ア 人工関節置換術 0 

オ 角膜移植術 0  イ 乳児外科施設基準対象手術 0 

カ 肝切除術等 0  ウ ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術 0 

キ 子宮附属器悪性腫瘍等手術等 0  エ 
冠動脈、大動脈ﾊﾞｲﾊﾟｽ移植術（人工心肺を使用しな

いものを含む。）及び対外循環を要する手術 
0 

         オ 
経皮的冠動脈形成術、経皮的冠動脈血栓切除術及

び経皮的冠動脈ステント留置術 
0 

 

 

 



１２．医療情報取得加算について 

当院は、オンライン資格確認行う体制を有しております。医療情報を活用した診療を実 

施しております。 

 

１３．一般名処方について 

当院では、後発医薬品のある医薬品について、特定の医薬品名を指定するのではなく、 

薬剤の成分をもとにした一般名処方（一般的な名称により処方箋を発行すること※）を行 

う場合があります。一般名処方によって特定の医薬品の供給が不足した場合であって 

も、患者さんに必要な医薬品が提供しやすくなります。 

 

１４．医療従事者の負担軽減について 

当院では、医療従事者（医師及び看護師）の負担軽減及び処遇改善についての委員会 

を設置し改善についての取り組みを行っております。 

 

１５．保険外負担に関する事項 

当院では、診断書や証明書、室料差額等について下記のとおり実費でのご負担をお願 

いしております。 

 

【診断書・証明書類】 税込価格

一般診断書 ３，３００円 １通につき

死亡診断書 ５，５００円 １通につき

入院証明書（生命保険用診断書） ５，５００円 １通につき

入院証明書（簡易保険用診断書） ５，５００円 １通につき

入院証明書 ６，６００円 １通につき

後遺症診断書 ６，６００円 １通につき

診断書(身体障害者意見書） ５，５００円 １通につき

診断書(簡単なもの） ５５０円 １通につき

証明書 １，１００円 １通につき
 



病棟 部屋番号 収容人員 1日あたりの使用料（税込）

２２号室 １名 ５，５００円

２３号室 １名 ３，３００円

２０３号室 １名 ５，５００円

２０８号室 １名 ５，５００円

２１０号室 １名 ５，５００円

病棟 部屋番号 収容人員 1日あたりの使用料（税込）

３２号室 １名 ５，５００円

３３号室 １名 ３，３００円

３０２号室 １名 ５，５００円

３０３号室 １名 ５，５００円

３０５号室 １名 ５，５００円

３０６号室 １名 ５，５００円

３０７号室 １名 ５，５００円

３０８号室 １名 ５，５００円

３１０号室 １名 ５，５００円

３１５号室 １名 １１，０００円

２
階
病
棟

３
階
病
棟

【個室使用料金表】

 

 


